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はじめに

このドキュメントでは、セキュアワークロードクラスタの健全性を確認する手順について説明し
、健全性チェックプロセスで確認すべき主な事項を示します。

背景説明

主に健全性の検証に重点を置いていますが、問題や異常な動作に気づいた場合は、スナップショ
ットを収集して、Cisco Tetration Solution Support TACチームにサポートを依頼する必要があり
ます。安全なワークロードクラスタは、複数のUCS C220サーバ上の複数の仮想マシンに分散さ
れた数百のプロセスで構成されます。

クラスタの健全性を評価する2つの主要なツールは、Cluster StatusページとService Statusページ
です。どちらも、このドキュメントで説明します。一般に、これらのページを使用すると、クラ
スタの全体的な健全性を確認するのに最も効果的です。 

クラスタの健全性をチェックするケース

ほとんどの場合、クラスタの状態を確認する必要はありません。ただし、次のような状況では良
い考えになります。

・ 通常の動作方法に関する経験に基づき、ユーザインターフェイス(UI)で異常または予期しない
ことに気付いた場合。一般的な例の一部は、「Operational Display Parameters」セクションに記
載されています。

・ 特定のデータ（ソフトウェアセンサーまたはハードウェアセンサーからのフローデータなど
）をUIで表示する必要があるが、正しいスコープと時間範囲を選択しているにもかかわらず、そ
のデータが欠落している場合。



・ スケジュールされたメンテナンス、アップグレード、またはクラスタの大幅な変更の前後。こ
れらのアクティビティの前後にクラスタの状態のスナップショットを作成することがベストプラ
クティスです。TACサポートに問い合わせる必要がある場合は、これらのスナップショットを使
用すると、変更内容を迅速に特定できます。

セキュアなワークロードクラスタの状態を確認するさまざまなオ
プション

クラスタステータス

セキュアなワークロードクラスタは、クラスタタイプに応じて6台のサーバ(8RU)または36台のサ
ーバ(39RU)で構成されます。Cluster Statusページには、サーバの状態とベアメタルサーバ情報が
表示されます。

注:[クラスタステータス]ページには、物理クラスタのサイト管理者またはカスタマーサポ
ートの役割を持つユーザがアクセスできます。どちらの役割も、「クラスタステータス



」ページでアクションを表示および実行できます。

 

 ナビゲーションペインでTroubleshoot > Cluster Statusの順に選択します。 

 
cluster statusは、Cisco Secure Workload Rack内のすべてのサーバのステータスを示します。 正
常に機能しているサーバでは、次に示すようにStateがCommisited、StatusがActiveと表示されま
す。



注意：クラスタステータスページで非アクティブとマークされたノードがある場合は、
CIMCスナップショットを生成し、スナップショットを含めてTACケースを提起してくだ
さい。

ステータスが「Inactive」と表示される場合は、通常、サーバがオフになっているか、ハードウ
ェア、ケーブル、または接続の問題によりダウンしている可能性があることを意味します。

リストでサーバをクリックすると、次のような詳細情報が表示されます

・その物理サーバ上で実行されている仮想マシン（インスタンス）

・ クラスタ内のサーバのプライベートIPアドレス

・ CIMC（管理）IPアドレス

・ BIOS、CIMC、VICカード、LOMカード、およびRAIDコントローラの現在のファームウェア
バージョン



サービスステータス

サービスステータスページは、左側のナビゲーションペインのTroubleshoot > Service Statusの
下にあります。

サービスステータスページには、CiscoSecure Workloadclusterで使用されているすべてのサービ
スの状態とその依存関係が表示されます。

グラフビューはサービスの状態を示し、グラフ内の各ノードはサービスの状態を示し、エッジは
他のサービスへの依存関係を表します。異常なサービスは、サービスが利用できない場合は赤、
サービスが低下しているが利用できる場合はオレンジでマークされます。緑または空色は、サー
ビスが正常であることを示します。これらのノードのデバッグ情報の詳細を表示するには、ツリ
ービューを使用します。ツリービューにはすべて展開ボタンがあり、ディペンデンシーツリー内
のすべての子ノードを表示します。Downは、サービスが機能していないことを示し、
Unhealthyは、サービスが完全には機能していないことを示します。





注：パッチバージョン3.10.2.11以降では、サービスステータスページが空色で表示され
ます。緑または空色は、サービスが正常であることを示します。



デフォルトでは、「サービスステータス」ページにクラスタの機能と依存関係がグラフィック表
示されます。アイコンがすべて緑色または空色の場合は、エラーは検出されません。

 
赤色またはオレンジ色で表示されるサービスがある場合、ツリー・ビューにはサービスのリスト
が表示されます。このツリー・ビューを使用すると、サービスの依存関係や、サービス・ステー
タス機能によって検出されたその他の詳細をドリル・ダウンできます。この依存関係エラー情報
は、TACでケースをオープンする際に特に注意してキャプチャすることが重要です。 



注意：サービスのいずれかに異常があり、赤色で表示されている場合は、Technical 
Assistance Center(TAC)に連絡して、これらの問題の解決についてサポートを受けてく
ださい。TACとの迅速な連携により、すべての機能を復旧できます。



Hawkeye （グラフ） 

Hawkeyeダッシュボードでは、安全なワークロードクラスタの状態を可視化し、トラブルシュー
ティングに役立つメトリックと洞察を提供します

Hawkeye (Charts)ページは、左側のナビゲーションペインのTroubleshoot > Hawkeye (Charts)の
下にあります。

 
Hawkeye (Charts)をクリックすると、新しいブラウザタブが自動的に開き、次に示すように
Hawkeyeダッシュボードが表示されます。

HawkeyeダッシュボードでSpark Pipeline Currentタブをクリックし、セキュアなワークロードク
ラスタの健全性を監視します。 



 

Sparkパイプラインの現在のページで、エンドツーエンドLag、サービングレイヤLag、メインパ
イプライン遅延、およびアクティブフロー遅延の値がすべて10分未満であることを確認します。

また、次の図に示すように、ランタイム値が1分未満で数秒で表示され、HDFS状態が良好である
ことを確認します。



注意：エンドツーエンドの遅延やサービスレイヤの遅延など、6時間を超える遅延値で、
段階的な減少が見られない場合は、Technical Assistance Center(TAC)にお問い合わせく
ださい。

アップグレードの事前確認

メンテナンス作業の前後に、アップグレードの事前チェックを使用してクラスタのヘルスチェッ
クを実行します。このプロセスにより、サービス、構成、およびハードウェアコンポーネントが
すべて正しく機能した状態になります

Upgrade Precheckに移動します。 
TetrationUIに移動し、次の手順に従います。

Platformをクリックします。•

Upgrade/Reboot/Shutdownを選択します。•

Start Upgrade Precheckをクリックします。  •

1. 



アップグレードの事前確認の出力を数分待ちます。この図に示すように、すべてが正常に終了し
た場合は、クラスタメンテナンスアクティビティの次のアクションに進むことができます。  



注意：アップグレードの事前チェックが失敗した場合は、Technical Assistance 
Center(TAC)にサポートを依頼してください。



翻訳について
シスコは世界中のユーザにそれぞれの言語でサポート コンテンツを提供するために、機械と人に
よる翻訳を組み合わせて、本ドキュメントを翻訳しています。ただし、最高度の機械翻訳であっ
ても、専門家による翻訳のような正確性は確保されません。シスコは、これら翻訳の正確性につ
いて法的責任を負いません。原典である英語版（リンクからアクセス可能）もあわせて参照する
ことを推奨します。


